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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

 学校現場において、児童・保護者理解を深め、日々

の教育活動を充実させるには、「ミドル教員」が「ミ

ドルリーダー」として成長し、学校を活性化させて

いくことが必要である。しかし、法定研修と校内に

おけるミドルリーダー研修会への参加だけでは、ミ

ドルリーダーとして意識を変容させていくことは

難しい。本研究では、現任校で初めて研究主任を任

されたミドル教員に焦点を当て、研究推進部の会議

を中心に観察し、対象者の行動等を分析することで、

ミドル教員の意識変容を促す要素を明らかにして

いく。 

 

２ 研究の方法 

先行研究の分析を通して、「ミドル教員」が「ミド

ルリーダー」として成長していく過程にはどのよう

な要素や経緯があるのか、見取りの視点を探った後、

調査対象者が「ミドルリーダー」へと成長していく

過程での変容を促す要素・要因をエスノグラフィー

により検討した。さらに、調査対象者の思いと、校

長が対象者をどのように育てていきたいかという

思いについても意識調査により確認した。 

 

３ 研究の結果 

(1) 先行研究分析 

「ミドル教員」から「ミドルリーダー」へ   

と成長していく過程にはどのような要素や経緯

があるのか、「ミドルリーダー的役割の発揮に関

わるマネジメント諸要因の検討（波多江・畑中、

2016）」、「学校改善を目指したミドルリーダーの

行動プロセスに関する実証研究（吉村・中原、

2017）」、「学校改善を担うスクールミドルの成長

発達に寄与する教職経験に関する研究（時任・寺

嶋、2018）」等の先行研究から検討した。 

その結果、筆者は、ミドル教員が「立場」や「環

境」等により、ミドルリーダーとして意識が変容

していくのではないかと考えた。中でも、分掌内

外のミドル教員と同僚や管理職との関係性は「環

境」の大事な要素の一つとなると推察できた。 

 

 

 

(2) 用語の定義 

本研究では、「ミドル教員」と「ミドルリーダー」

の関係性について、「ミドル教員が様々な経験を通

してミドルリーダーに成長していく」と仮定した。  

それぞれの用語の定義については、「学校変革

の決め手 学校のチーム化を目指すミドルリーダ

ー20の行動様式（福岡県教育センター、2016）」、

「『東京都公立学校の校長・副校長及び教員として

の資質の向上に関する指標』の策定について（東

京都教育委員会、2017）」（以下、指標）、ミドル

リーダーが自信をもって力を発揮している３校の

小学校でのフィールドワーク実態調査を基に、図

１のようにまとめた。 

    

     

 
図１「ミドル教員」と「ミドルリーダー」の定義 

（福岡県教育センター（2016）、東京都教育委員会（2017）、フィー

ルドワーク実態調査を参考に筆者作成） 

注： 波線は「ミドル教員」から「ミドルリーダー」への変容が
比較できる箇所 

(3) エスノグラフィー及び意識調査 

一人の研究対象者に焦点を当てて観察す 

ることで、より細かく意識の変化や「ミドルリー

ダー」として成長していく様子を捉えることがで

きると考えた。そこで、教員歴15年目、主任教諭

歴７年目、現任校５年目のＡ主任教諭を研究対象

者とした。 

ア Ａ主任教諭に対する意識調査 

本意識調査から、Ａ主任教諭の思いの中には

「ミドルリーダー」として頑張らなければなら

ないという責任感があるものの、自分の指導力

に自信をもつことができないというジレンマを

 〈ミドル教員〉 

【学校運営力・組織貢献力】 

・校務分掌のリーダーとして、責任をもって職務を遂行することができる。                 （リーダー的な力） 

・課題に気付き、解決に向けた提案をしたり、若手教員に指導・助言したりすることができる。 

（マネージャー的な力） 

【学習指導力】 

・授業改善を図るとともに、実践的指導力や若手教員を育成する力を高めたいという意識をもって指導すること

ができる。                                                               （マネージャー的な力） 

 リーダーシップを 

経験する 

 〈ミドルリーダー〉 

【学校運営力・組織貢献力】 

・管理職と連携して、社会及び学校の教育課題を把握して、学校全体を見ながら見通しをもって校務を行うこと

ができる。                                                                  （リーダー的な力） 

・情報収集や情報発信を適切に行うことができる。                                  （リーダー的な力） 

・児童・保護者・地域・外部機関への対応に対して、適切に指導・助言することができる。（マネージャー的な力） 

・傾聴、共感、気付き、調整力、信頼関係の構築力等、コミュニケーション能力を活用して校務分掌全体の進行

管理、運営を計画的に行うことができる。                                         （メンター的な力） 

【学習指導力】 

・自己研鑽を行い、同僚教員の求めに応じて指導・助言したり、模範となる教材開発等を行ったりすることができ

る。                                                                    （マネージャー的な力） 

・教科指導の専門性が高く、内外資源を活用しながら、自信をもって指導することができる。 

（マネージャー的な力） 
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抱えていることが分かった。 

イ 校長に対する意識調査 

本意識調査から、校長はＡ主任教諭の向上心

を芽生えさせ、学校運営を担うミドルリーダー

の一人として育てていこうとしていることが

分かった。Ａ主任教諭が成長するために必要だ

と考えている要素について、校長の考えを聞く

ことができた。 

ウ 結果 
表１ A 主任教諭の様子から（一部抜粋、筆者作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     注：  は要素の中でも特に必要と思われたもの 

 

Ａ主任教諭の意識変容の見取りとして行っ

たエスノグラフィーからは、表１のようにＡ主

任教諭が様々な経験を通して意識を変容させ、

その度に成長していったことが分かった。具体

的には①初めての研究主任、②学年を組んだ同

僚の病休、③管理職との関わり、という三点の

意識変容の要因を見いだすことができた。 

表２ 定義及び表１を基にしたＡ主任教諭の意識変容に関する

分析表（筆者作成）             

 
図１及び表１のエスノグラフィーの分析結果

から、Ａ主任教諭の場合、表２のように「立場」

と「環境」はミドル教員からミドルリーダーへ

と変容させる大きな要素であったと言うことが

できる。「立場」が変わると意識が変わるという

ことは先行研究やフィールドワーク実態調査か

らも確認できているが、今回は更に、研究主任

という「立場」が東京都の指標の「学習指導力」

とも結び付いて意識の変化につながっていた。

また、今回の事例から「環境」の中の要素とし

て、管理職、同僚、校内研修の講師との関わり

も、東京都の指標の「学校運営力・組織貢献力」

に欠かすことのできない要素であったと言える。

このことから、「人との関わり合い」もミドル教

員の意識変容の要素であると考えられる。 

 

４  研究の考察 

Ａ主任教諭の様子を４月から 12 月まで観察し、

「立場」、「管理職や同僚との関わり」、「外部講師に

よる研究に対する指導・助言」、「コロナ禍におけ

る新たな提案の必要性による背伸びの経験」という

要素から、意識の変容が生まれるということを見い

だす。ただし、本研究は、Ａ主任教諭のみを通して

分析・省察した結果であるため、全てのミドル教員

の意識変容と成長に当てはまるとは限らない。また、

今回、Off‐JT からは、Ａ主任教諭の変容の要素を

見付けることができなかった。さらに、ミドル教員

の成長が「学校の活性化」を促すという点において

は、ミドル教員の成長が周りの教員にも影響を与え、

「一緒によい学校にしていこう」という周りの教員

の「意欲」につながっていくというところまでは検

証できなかった。 

今後、これらの課題について検証を継続していき

たい。 

 

５  今後の展望 

本研究のＡ主任教諭の分析・省察から明確になっ

た「ミドル教員」から「ミドルリーダー」へ成長す

る要素が、今後のミドル教員育成の際の目安となり、

ミドル教員が自己研鑽のために成長の要素を確認

する材料として活用することができると考える。 

また、「ミドル教員」が「ミドルリーダー」へと

成長していくことは、意欲的に学校運営に参画しよ

うとする意識を芽生えさせることでもあり、そのこ

とが学校を活性化させることにつながっていくと

考えている。今後、筆者もミドルリーダーとして、

学校の活性化を促進する役割を果たしていきたい。 

 

 

成長した（変容した）力 具体的な場面の例 
立場 環境（人との関わり） 

研究主任

として 

学年主任

として 

管理職 

との 

同僚 

との 

講師 

との 

Ａ 現状・課題把握力 

学
校
運
営
力
・組
織
貢
献
力 

リ
ー
ダ
ー
的
な
力 

学年の実態  〇 〇 〇  

研究の方向性 〇  〇   

Ｂ 全体把握力 
タイムマネジメント（司会進行） 〇 〇 〇 〇  

臨機応変な対応 〇 〇    

Ｃ 予見力・計画力 今年度の予定と計画立案 〇 〇 〇   

Ｄ 提案力  
学校組織・支援体制の見直し  〇 〇 〇  

協議会の在り方（人数・メンバー構成） 〇  〇   

Ｅ 解決力 
学年経営の在り方  〇 〇 〇  

コロナ禍の研究授業の在り方 〇  〇   

Ｆ 決断力 学校行事の取り組み方  〇 〇 〇  

Ｇ 授業力 
学
習
指
導
力 

主体的に学ぶ 〇 〇    

向上のために指導・助言してもらう 〇 〇 〇  〇 

新たな授業実践を考える 〇    〇 

Ｈ 指導力・助言力 マネージャー的な力 

学級経営・保護者対応  〇 〇 〇  

新たな授業実践について共に考える 〇   〇  

若手教員の支援 〇 〇  〇  

Ｉ 調整力 学校運営力・組織貢献力 

協議会前の全体への声掛け 〇   〇  

校内研講師への連絡・調整 〇  〇  〇 

Ｊ  関係構築力 
メンター的な力 

同僚への 

言葉掛け 

学年組織の構築  〇  〇  

他学年とのやり取り  〇 〇  〇  

若手へのフォロー 〇 〇  〇  

傾聴・共感 〇 〇  〇  

 


